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情報資料学講座
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友の会講座参加記
寺子屋で手習い体験をしてみよう

広報部会

　今回は、館内を歩き廻るのでなく、一か所にと

どまり手習い体験をしてみましょう。寺子屋は総

合展示第３室のリニューアルオープンに合わせて

２００８年３月に開室しました。登録ボランティア

（以下、ボランティア）により１０時から１６時ま

で開かれている常設のコーナーで、全国の博物館

のなかでも大変ユニークな取組です。現在は現役

の学生から８０歳を超えるベテランまで約１００名

のボランティアで運営されており、うち約半数が

友の会の会員です。

手習い体験は６年生がメインターゲット

　小学校６年生の社会科で江戸時代に寺子屋があ

ったことを学びますので、来室者の過半は学童団

体です。「歴博寺子屋教本」をもとに、６年生を

想定して作られた「手習い帖 -その１」により、

くずし字で旧国名や自分の氏名を書きます。また

「本朝図鑑項目」を見て現在住んでいる市町村の

旧国名を調べ御家流で書きます。初めて変体仮名

で書いた自分の名前をボランティアが読んであげ

ると、児童や外国人はもちろん、「子供が対象の

手習いでしょう」と言っていた大人も大変喜んで

くれます。手習い修了の証に捺印する歴博オリジ

ナルのスタンプは特に子供たちに大好評です。

教材作成にはボランティアも参加

　寺子屋には開室時に館側で作成した教材が多数

あります。産卵紙商標印スタンプ、各種の双六、

算木などが人気です。その後に追加された教材に

はボランティアが参加して作成したものがありま

す。

御家流で書い

た「国名尽一

覧表」（６６カ

国＋２島＋蝦

夷地及び琉球

王国）。特に現

在の市町村名

から旧国名を

知る「旧国名

検索表」は大

変有意義な補

助教材です。

歴史に興味を持っていただく

　児童は手習い体験で江戸時代の文字を学び歴史

に興味をもってもらいます。大人は現住所の旧国

名を再認識し、くずし字（変体仮名）は一音多字

であったこと、一音一字になったのは、たかだか

１２０年前。くずし字のいくつかがいまでも飲食

店の店名（屋号）などに使われていることなどを

知る機会になります。寺子屋の教育システム（マ

ンツーマンで能力に応じた個別指導）は現在も一

部の学習塾などで採り入れられています。　　　

　　　　　　　　　　　　　　　

来館者とボランティアの交流の場所

　来館者は総合展示第１室・第２室と巡り、ちょ

っと疲れたころに寺子屋にたどり着きます。座布

団に座って手習い体験をしますが、足の悪い方の

ための椅子席も用意されています。年配者は休憩

のため、またボランティアと話をするためだけに

立ち寄る方も結構見かけ、広大な歴博の中でオア

シスとなっています。来館者には歴史に幅広い知

識をお持ちの方も多く、ボランティアにとっても

学びの場所です。

　今夏３回にわたり情報資料研究系の講座が開催

されました。この内、二教授の講義を紹介します。

７月　大久保純一教授「江戸の町と浮世絵」
　浮世絵に描かれた江戸の町はどのような捉え

方をされていたかを２つの切り口で分析されま

した。

　〈マクロな視点でみる江戸の町－江戸のグラン

ドイメージ－〉からは、寛永期「江戸図屏風」で

展開された題材、視座、描かれ方が江戸図、浮世

絵でほゞ共通して幕末まで続いたこと、さらに取

り上げ方が進化し、鍬形蕙斎『江戸名所之絵』な

どで刊行の江戸鳥瞰図の流布や実用性のある絵図

類にも利用されました。

　１. 題材では、

江戸城、隅田川、

富士山、江戸湾

などから繁栄す

る都市イメージ

即ち、諸国から

の入津、内海を

擁する、理想的

な国土イメージ。

　２.視座では、隅田川東岸上空から西を望む、

江戸城を中心に据える、富士山を背景に取込むな

ど。では、なぜ西を望むのか。古くからの名所は

隅田川沿岸に集中していた（伊勢物語、謡曲「隅

田川」など）。江戸は江戸城を中心に発展し市街

地も江戸城東南部を中心に発展。富士山は東国で

あることの象徴的存在（京からは見えない）。

　３.描かれ方では、東国江戸の都市イメージを

日本橋に代表させる都市江戸の繁栄イメージ、市

中の甍の海などで。京都と違った武蔵野の自然

風景を『紫の一本』（戸田茂睡）、『江戸名所図会』

天保５（１８３４）年武蔵野の項などでそれぞれ表現。

　〈ミクロな視点でみる江戸の町〉では、江戸名

所としての江戸湾、江戸城の堀、運河、大名屋敷

（江戸市街地の７割を占める、壮麗、個性ある藩

邸の外観）、大名庭園（全くの閉鎖空間ではなく、

勝川春草、喜多川歌麿らの浮世絵美人画の舞台に

設定）が扱われ、絵の具も渓斎英泉の団扇で使わ

れた合成顔料ベロ藍が葛飾北斎（舞楽三十六景）、

歌川広重（東都名所、名所江戸百景）でさらに発

展的効果的に使われ大流行したことなど。多くの

図版を示されながらお話いただきました。

８月　鈴木卓治教授

           　「あなたも作れる展示コンテンツ」
　普通のパソコンとフリーソフトを利用して「あ

まり手間をかけず特別な機械を使わず必要なメッ

セージを来館者に伝えられる、なんちゃってムー

ビー」を作ってみよう !	とデジタルコンテンツの

作成手順を説明いただきました。

　聴講者が概ね後期高齢に近いか達していること

を考慮され、用語も平易に分りやすく進められま

した。パソコン時

代を管理職として

過ごされた方の多

い世代で、自らパ

ソコンを触らなく

ても済んだことが

今となってはむし

ろ不運であったと

思われた方も多かったかもしれません。

　企画展示「デジタルで楽しむ歴史資料」（２０１７

年３月～５月）特集展示「もののけの夏」（２０１９

年７月～８月）や総合展示室でコンピュータや

タッチパネルを使ったデジタルコンテンツを内製

（外部業者に発注せず歴博内で作成）し利用して

いるとのこと（初耳でありました）。企画展で『江

戸洛中洛外図屏風甲本』での画中人物の語りかけ、

案内、今回の『百鬼夜行図』での妖怪が動いたも

のも内製による力作であったようです。

　研究や調査の発表、展示、広報の際にわかりや

すく、楽しんでもらいながら、上手に伝える方法

やツール（一品もの、スライドショー、ムービー、

超拡コンテンツ、ビデオオンデマンド、電子看板）

を適切に選択し提供することは大切だと思いまし

た。このように表立って目立たないところではあ

りますがしっかり支える役割をはたされているこ

とがよくわかりました。

歴博を歩く

手習い風景（歴博提供）

「旧国名検索表」の一部
（大阪市など）


